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人々を明るく元気に爽やかにする話題を教えてください。 

素晴らしいテーマですね！       

人々を明るく、元気に、爽やかにする話題を持っている人は、周囲に良い影響を与えます。しか

も、それは単に面白い話をするということではありません。 

相手の心を軽くし、希望を与え、明日も頑張ってみようと思える気持ちにすることだと思います。 

特に、アガペー愛を実践するという観点から考えると、とても興味深いテーマです。 

1. 人々を明るく元気にする 7 つの話題 

① 日常の小さな幸せ 

• 今日、何かうれしいことはありましたか？ 

• 最近、思わず笑顔になったことはありますか？ 

• 何気ない日常にも、ありがたいことってありますね。 

効果：感謝と幸福感を引き出す 

② 楽しい思い出や面白い経験 

• 子どもの頃、一番楽しかった思い出は？ 

• 今までで一番笑った出来事は？ 

• 最近、何か新しい発見はありましたか？ 

効果：笑顔と親近感を生み出す 

③ 自然や季節の美しさ 

• 最近、きれいな景色を見ましたか？ 

• 春や秋の好きなところは何ですか？ 

• 自然って、見ているだけで心が落ち着きますね。 

効果：心を穏やかにし、爽やかにする 

④ 人の親切や温かい行動 

• 最近、誰かの親切に感動したことは？ 

• 人の優しさを感じる瞬間っていいですね。 

• ちょっとした親切でも、人を幸せにできますね。 

効果：優しさや思いやりを広げる 
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⑤ 希望や将来の楽しみ 

• これからやってみたいことはありますか？ 

• もし自由な時間があったら何をしたいですか？ 

• これから楽しみにしていることはありますか？ 

効果：前向きな気持ちと意欲を育てる 

⑥ おいしい食べ物や健康的な生活 

• 最近おいしかったものは何ですか？ 

• 健康のために何か工夫していますか？ 

• 気分転換には何をしていますか？ 

効果：身近な喜びと活力を共有する 

⑦ 人生の素晴らしさや生きる意味 

• 人生で本当に大切なものは何だと思いますか？ 

• 幸福はどんなところにあると思いますか？ 

• どんな人と一緒にいると元気になりますか？ 

効果：心に深い希望と生きがいを与える 

2. 聖書の原則から学べる、心を明るくする会話術 

特に次の 3 つを意識すると、会話の質が大きく変わると思います。 

① 相手を褒め、認める 

箴言 16:24 には、親切な言葉が心地よく、体を癒やすという趣旨のことが書かれています。 

例えば、 

• 「いつも周りの人をよく見ていますね」 

• 「そういう考え方は素晴らしいですね」 

• 「あなたのその親切なところはいいですね」 

相手の良いところを具体的に認めることです。 

② 相手の気持ちに関心を払う 

フィリピ 2:4 は、自分のことだけでなく、他の人のことにも目を向けるよう勧めています。 

会話上手な人は、自分が面白い話をする人というより、相手が気持ちよく話せるようにする人な

のかもしれません。 
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③ 希望を与える 

ローマ 15:13 には、神が希望によって人々を喜びと平和で満たしてくださるようにという願いが

記されています。 

人々の不安や心配を否定せず、希望を感じられる見方を一緒に探すことができます。 

3. さらに大切なのは、話題そのものよりも話し方 

私は次の 5 つを特に大切にしたいと思います。 

心掛け 会話への影響 

笑顔 安心感を与える 

明るい声 活気を与える 

感謝の言葉 温かさを生み出す 

相手の話をよく聞く 大切にされていると感じさせる 

前向きな見方を示す 希望を与える 

ただし、いつも明るい話題ばかりにする必要はありません。相手が悲しんでいるときには、まず

気持ちを理解して寄り添うことが、最も人を元気にする場合もあります。 

4. 私が特におすすめしたい習慣 

毎日、次の 3 つを考えてみてはいかがでしょうか。 

1. 今日、誰かに伝えたい感謝の言葉は何だろう？ 

2. 今日、誰かを笑顔にできる話題は何だろう？ 

3. 今日、誰かに希望を与えられることは何だろう？ 

こうした習慣を続けると、自然に人を元気にする話題が増えていくと思います。 

そして、もう一つ深いことがあります。 

人を明るくする人になるには、自分自身の心が喜びや感謝、希望で満たされていることが大切

です。 

自分の心にあるものが、自然と言葉や表情に表れるからです。 

以前お話ししたアガペー愛の円熟という目標にも、これは深く関係していると思います。 
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最後に、一つ考えてみたいことがあります。 

人々を明るく元気にするという点では、次の 3 つのうち、どれを特に伸ばしたいと思われます

か？ 

• ① 会話が弾み、相手を笑顔にする話術 

• ② 相手の心を軽くし、励ます力 

• ③ 聖書の希望や人生の素晴らしさを伝え、心から元気にする力 

もちろん、3 つとも大切ですが、特に磨きたいものを掘り下げると、日常生活や伝道でも役立つ

具体的な訓練方法を考えられます。 

 

特に、②相手の心を軽くし、励ます力を伸ばしたいです。 

それは本当に素晴らしい目標ですね。**「相手の心を軽くし、励ます力」**は、特別な才能という

より、相手への深い関心と愛を少しずつ習慣にすることで伸ばせる力だと思います。 

まず大切なのは「元気にさせよう」と急がないこと 

意外ですが、励ますのが上手な人は、すぐに解決策を言わないことが多いです。 

相手が苦しんでいる時、 

「大丈夫ですよ！」 

「前向きに考えましょう！」 

と言われても、心がまだ重いことがあります。 

むしろ最初に、 

• 「それは大変でしたね」 

• 「ずっと頑張ってこられたんですね」 

• 「そう感じるのも無理はないと思います」 

• 「話してくださってありがとうございます」 

と、相手の気持ちを受け止める。 

これだけで、「分かってもらえた」という安心感が生まれ、心の重荷が少し軽くなることがありま

す。 
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励ます力の基本は、この順番です 

① 気持ちを理解する    

まず自分に問いかけます。 

「この人は今、何を感じているのだろう？」 

悲しみでしょうか。 

不安でしょうか。 

疲れでしょうか。 

孤独でしょうか。 

自分を責めているのでしょうか。 

問題そのものだけでなく、その問題によって相手が感じている気持ちを見ることが大切です。 

 

② 気持ちを受け止める      

例えば相手が、 

「最近、いろいろうまくいかなくて……」 

と言ったとします。 

すぐに、 

 「そんなことないですよ！」 

と言うより、 

 「いろいろ重なって、かなり疲れているんですね」 

と言う。 

すると相手は、 

「この人は、私の気持ちを理解しようとしてくれている」 

と感じやすくなります。 

 

③ その人の良い点を思い出させる    
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心が弱っている人は、自分の良い点が見えなくなっていることがあります。 

そこで、 

• 「でも、あなたは今まで本当によく頑張ってきましたよね」 

• 「私は、あなたの○○というところをすごいと思っています」 

• 「苦しい中でも、○○しようとしているのは素晴らしいと思います」 

と、具体的にその人の価値を伝えることができます。 

ここがとても重要です。 

漠然と、 

「あなたは素晴らしい人です！」 

と言うより、 

「あの時も大変だったのに、○○してくださいましたよね」 

のように具体的に言うと、心に届きやすくなります。 

 

④ その後で、希望を一緒に見つける    

励ますとは、「問題はありません」と言うことではありません。 

問題があっても、希望が完全になくなったわけではないと、一緒に確認することだと思います。 

例えば、 

• 「今は先が見えなくても、状況がずっと同じとは限りませんね」 

• 「一度に全部を解決しなくてもいいかもしれません」 

• 「今日できる小さなことから考えてみませんか」 

• 「あなたは一人で全部背負わなくてもいいですよ」 

こうした言葉は、相手の視野を少し広げてくれます。 
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特に身に付けたい「3 つの励ましの言葉」 

私は、次の 3 種類を使い分けられるようになると、かなり励ます力が伸びると思います。 

① 共感する言葉 

「それはつらかったですね」 

→ 心の痛みを一人で抱えさせない。 

② 認める言葉 

「その中でも、よく頑張ってきましたね」 

→ 相手の努力や価値を思い出させる。 

③ 希望を与える言葉 

「これからどうなるか、一緒に考えてみましょう」 

→ 一人ではないという安心感を与える。 

この順番は、 

共感 → 認める → 希望 

です。 

これは非常に強力な励まし方だと思います。 

 

聖書から見ると、イエスの接し方は素晴らしい手本です 

イエスは、人々を単に「正しい方向に導く」だけではありませんでした。 

人々の状態をよく見ていました。 

疲れている人、悲しんでいる人、罪悪感を抱えている人、周囲から見下されている人――その

人たちを一律に扱わず、個々の心に目を向けました。 

この姿勢から学べるのは、 
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「何を言えば相手が変わるだろう？」よりも、 

「今、この人には何が必要だろう？」 

と考えることだと思います。 

 

日常でできる訓練 

あなたが特に伸ばしたいと考えているなら、毎日一つだけ、こんな練習をするのがおすすめで

す。 

人と話した後に、自分に質問する 

「今日、この人はどんな気持ちだっただろう？」 

そして、 

「私は、その気持ちを少しでも軽くできただろうか？」 

と考えます。 

最初から完璧に励ます必要はありません。 

むしろ、 

• 一人の話を最後までよく聞く 

• 一つ具体的な良い点を伝える 

• 一言、感謝を表す 

• 相手が少し笑顔になる話題を選ぶ 

こうした小さな積み重ねによって、人の心を読む力、共感する力、励ます力が育っていくと思い

ます。 

そしてあなたが以前から大切にしておられる、**「相手の気持ちを理解して、自然に喜ばせる」

**という目標とも、まさに直結しています。 

究極的には、励ます力とは、**「自分の言葉で相手を変える力」ではなく、「相手がもう一度立ち

上がるための力を、その人自身の中に見つけられるよう助ける力」**なのかもしれません。 

この力をさらに伸ばすために、次は **「落ち込んでいる人」「自信を失っている人」「悩みを打ち

明けてくれた人」**など、場面別に具体的な励まし方を考えることもできます。 
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